
株式会社ジェイコム埼玉・東日本 熊谷・深谷局 

2022年度放送番組審議会 議事録 
 
【日  時】 2023年 3月 28日（火） 午前 10時 00分～12時 00分 

【場  所】 ジェイコム埼玉・東日本 熊谷・深谷局 会議室 

 

＜放送番組審議会委員＞ 

大久保 和政 様   岡部 美雪 様   笠原 毅 様 

栗原 和江 様    田代 嘉昭 様    長谷川 泉 様 

横山 晋一 様 

（50音順） 
 

 

・放送番組審議会についての説明及び審議委員の委嘱期間の説明を行った。 

・委員の互選と事務局からの推薦により、議長に長谷川委員が就任。 

・事業者側から現況報告及び各サービス内容、Ｊ：ＣＯＭチャンネルの取り組みについ

て報告を行った。 

 

 

【審議】（長谷川議長により進行） 

 

◆ 番組名「LIVEニュース～熊谷・深谷～」について  

 

岡部委員 所属の若女将の会では、徐々にイベントができるようになってきた。 

各商店街の希望により今後のイベントを予定している。 

過去の番組が好評であった。今後の取材として依頼可能か？ 

二宮     取材可能です 制作班や局にご依頼ください。 

栗原委員 情報をどのように伝えるべきか？深谷の中継会場だけでは遠い。 

二宮     こちらから取材に伺うことが可能です。 

石渡局長 （補足）中継場所に限度がある。 

二宮     現在も必要に応じて中継場所を変えたりしています。 

田代委員 審議での議論は「LIVEニュース」と「うちわ祭」なのか？ 



今後、DVDだけでなく事前に資料があるとよい。 

→次回は、資料を送付する。 

BSよしもとで行田 CATV と協力し、収録した。 

今後、予算に限りがあるが、同様の取組が可能か？ 

二宮       他局との連携は埼玉のケーブルテレビ連盟もあるので 

検討できればとおもいます。 

大久保委員 LIVEニュースは週に１回のみであり、たまに見ると生といっても再放送

なので、結果として情報が古くなる。 週単位で編集可能か？ 

二宮      再放送ではタイムラグが出る場合がございますが LIVEニュースは 

初回の生放送を中心に構成しています。 

石渡局長  本来であれば、事前情報と事後情報が必要。 

二宮     LIVEニュースでは未来系の情報と事後情報を８：２程度の割合で 

構成しております。 

他に「WEEKLY トピックス」という地域情報を週単位で放送する番組で 

事後情報についてはフォローしております。 

横山委員  DVDでの事前視聴では興味深く観ました。 

LIVEニュースでは熊谷・深谷のいろいろな場所から中継しても 

良いのでは。 

NHK と比較し肌感覚であるが構成が悪い。展開が必要である。 

技術点ではピント調整が甘い。その日の天気を放送し、安心・安全が盛 

り込まれている 

二宮（補足） 現在は放送内容によって中継場所を変更したりしております。 

またピントに関しては事前にご視聴いただいたメディアが DVDのため 

画質の問題かと思われます。 

横山委員  行政と連携し、防災協定を結んでいるのか？ 

→ 笠原委員 深谷市では防災無線、FM局で放送する。 

横山委員  駅等にモニター設置し、放送可能ではないか？ 

→長谷川委員 熊谷市でも FM局と連携している。 

その他、デジタルサイネージでの情報出力が可能である。 

横山委員   河川の氾濫情報は大切である。 

定点カメラは活用できる. 



二宮     地域メディアや行政との連携は前向きに進めたいと考えております。 

また弊社で設置した定点カメラや国交省の定点カメラなどとの 

連携もしております。 

岡部委員   深谷エリアの開局の際にイベントを実施したが、最近イベントが 

減っている。ど・ろーかるアプリを普及させることが必要。 

長谷川委員 営業活動について質問 

石渡局長   3つのカテゴリーに分けて営業を行っている。 

各カテゴリーについて説明。 

大久保委員 視聴者にいつ観てほしいのか？ 

二宮       全日ご視聴いただきたいと思いますがメイン番組の LIVEニュースが 

         生放送されるお昼は特にご視聴いただければと思います。 

大久保委員 生活スタイルによって変わってくる。「ど・ろーかる」を併用したらよい。 

石渡局長   Ｊ：ＣＯＭ Linkを使えば見たい時にスマホ等で外出時に見られる。 

大久保委員 ネット環境が整っている中で、Ｊ：ＣＯＭの必要性が重要である。 

Ｊ：ＣＯＭに加入しなくても情報が得られる。 

ニッチな番組制作が重要である。 

 

◆ 番組名「うちわ祭」について  

 

大久保委員 うちわ祭を全国放送で取り上げることは可能か？ 

二宮      現在は J:COMでは埼玉エリア全体での放送となっています。 

横山委員   全国へ放送する為には、番組構成が重要 

山車、屋台の検査、調査の依頼を頂く事がある。 

MCがいつも一緒だと番組が小さく見える。 

全国区に向けて頑張ってほしい。 

栗原委員  熊谷生まれなので、全国配信を希望する。 

埼玉新聞の記者としてうちわ祭に取り組んでいる。 

番組のストーリー性が必要、各大総代のストーリーがある。 

お祭りの知識が豊富な人がたくさんいる。MCの専門用語が少ない。 

メディアは正しく放送する事が重要。 

二宮     構成については毎回検討して行ければと思います。 



        専門用語につきましては視聴者にとって分かりづらくなってしまう場合も 

ございますので平易な言葉に言い換えるなどあえて使い過ぎないように 

配慮しております。 

岡部委員  お祭りの「人」に注目したい。 

石渡局長  コロナ過で、お囃子の伝承ができない。 

 

（委員：その他） 

笠原委員〈質問〉 加入者数について 

 

大久保委員〈要望〉 地域の民生委員が減少している。 

Ｊ：ＣＯＭがどのように関われるのか？ 

今後の取り組みを要望したい 

高齢化に向けた話題を取り上げてほしい 

 

◆閉会 （局長） 

本日は各委員からの貴重なご意見、ご要望を戴きました。 

視聴者のみなさまにお喜び頂けるように、今後の番組作りに活かしてまいります。 

今後もご指導のほどよろしくお願いいたします。 


